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「2021-2025年度 JALグループ中期経営計画 ローリングプラン 2025」について 

 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、「2021-2025年度 JALグループ中期経営計画 ローリング

プラン 2025」を決議いたしましたので、別紙のとおり、お知らせいたします。 
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2021-2025年度 JALグループ中期経営計画ローリングプラン2025を策定 

 

JALグループは「2021-2025年度 JALグループ中期経営計画」（以下、「中期経営計画」）を最終年度に 

完遂するため、「ローリングプラン2025」を策定しました。 

 

1. 「ローリングプラン 2025」の位置づけ 

中期経営計画の4年間が終了し、いよいよ最終年度を残すのみとなりました。これまで、コロナ禍からの早期

回復、財務基盤の再構築、事業構造改革、事業を通じた社会課題の解決など、ESG戦略を最上位の戦

略と位置付け、中期経営計画を着実に進めてまいりました。一方で、気候変動の進展、不安定さを増す

世界情勢、人材不足など次々と課題が顕在化していますが、中期経営計画で掲げた取り組みを確実に

推進し、経営目標と利益目標を達成することで中期経営計画を完遂します。 

 

ローリングプラン2025では、中期経営計画の完遂に向けた具体的な取り組みに加え、2026年度以降、さら

に成長、発展していくため、既存領域での事業構造改革の深化や社会課題起点での新領域など、中長

期的な成長の方向性についてもお示ししています。JALグループは、社員一人一人の価値創造力を結集し

て、持続的な企業価値の向上を実現していきます。 

 

2. 中期経営計画完遂に向けた取組み 

[業績予想と利益目標] 

2024年度の通期連結業績EBITは当初想定通り1,700億円を予想しております。2025年度は、旺盛な海

外需要の取り込みによる国際線の成長、国内線の収益性の改善、マイル・ライフ・インフラ領域の拡大など

により、昨年度発表したEBIT2,000億円を達成します。 
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[経営目標] 

「安全・安心」「サステナビリティ」「財務」のすべての項目における経営目標の達成に向けて、残り1年で事業

領域横断の取り組みをさらに推進し、事業運営のサステナビリティを向上してまいります。 

3. 2026年度以降の成長に向けて 

気候変動の進展、人材不足、継続的な物価上昇など、コロナ禍以降、既存の事業領域を取り巻く環境

は大きく変化しています。このような環境変化に対応し、これまでの中期経営計画で構築してきた基盤をベ

ースに、国際線の成長、国内線の収益性改善、生産性向上、マイル・ライフ・インフラの成長、GXの取り組

み加速など、既存領域における事業構造改革の深化に取り組み、2028年度にはEBIT2,300億円の達成と

企業価値の向上を目指します。また、中長期的には今後顕在化する社会課題を新たなニーズと捉え、新

領域での事業創出にも積極的に取り組んでまいります。これらを実現していくために、顧客戦略、人財戦略、

DX戦略を事業横断で推進します。 
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[事業構造改革の深化]  

成長性・資本効率(ROIC)の高い領域へリソースを重点的に配分するとともに、生産性の向上に取り組み、

2028年度にEBIT2,300億円を達成します。国際線はフルサービスキャリア、LCCを合わせて規模を拡大し、

事業を成長させてまいります。国内線は、今回追加発注を決定したボーイング737-8や、既に発注済みで

あるエアバスA321neoによる需給適合と生産性の向上により、収益性を向上させてまいります。マイル・ライ

フ・インフラ領域は、サービス拡充を通じた顧客層の拡大、インバウンド需要の成長に合わせた受託事業の

拡大による成長を実現します。 

 

[経営資源配分]  

これまで通り財務の健全性を維持しながらも、中長期的なEBIT成長に向け、効率性を重視し経営資源を

国際線の機材大型化やマイル・ライフ・インフラ、新領域などの成長領域へ重点的に配分します。加えて、

株主の皆さまへの早期還元も実現してまいります。 
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[社会課題起点での事業成長]  

既存領域において「移動を通じた関係・つながり」創出に取り組みます。また、中長期的には社会課題を起

点とした新たな事業創出に取り組むことで、課題解決を通じてグループ全体の事業を成長させ、中長期的

な企業価値の向上を実現していきます。 

 

[事業横断の取り組み推進]  

中長期的な事業の成長のためには、積極的な事業横断の取り組みが重要と考え、お客さまの価値観を中

心とした顧客戦略や、多様な人材の活躍を個と組織の両面から促す人財戦略、そして、AIやデータを中心

としたDX戦略を推進します。 

 

JALグループは、全社員一丸となってローリングプラン2025の実現に取り組むことで、中期経営計画を完遂し、 

次の成長フェーズへと移行していきます。これらの成長を通じて、多くの人々やさまざまな物が自由に行き交う、

心はずむ社会・未来を実現し、世界で一番選ばれ、愛されるエアライングループを目指します。 

以上 

添付資料：「2021-2025年度 JALグループ中期経営計画ローリングプラン2025」 


